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5月16日、4月に開園した「レイモンド斑鳩こども園」を見学させていただきました。

　明るく、木のぬくもりや香りが感じられる保育空間で、また、元気いっぱいに遊ぶことがで

きる園庭もあり、子どもたちが心地よく過ごせる工夫がたくさん詰まっていました。

レイモンド斑鳩こども園・施設見学会

◀施設を見学した後は、レイモン
ド斑鳩こども園の施設や保育の
特徴についてなど、さまざまな質
問や回答がかわされました。

　今年度、斑鳩町に２つのこども園が開園し、

子育て支援がさらに充実しました。

住民懇談会を
　　　　　　　　開催しました

　議会活動の充実や、町民のみなさんと
の連携をはかるために、町内の各種団体
等との懇談会を開催しています。
　令和６年７月５日に、「いかるがつなが
り隊」のみなさんと、住民懇談会を開催し
ました。
　当日は、「安心して楽しく歩ける道づくり
について」をテーマに、種々意見が出され
ました。
　詳しくは、町ホームページに報告書を掲
載しておりますので、ごらんください。

議会議員と懇談しませんか？
　斑鳩町議会では、斑鳩町内の各種団体との懇談会
を実施しています。
　開催日程、場所、懇談のテーマなど、ご相談に応じさ
せていただきますので、お気軽にご連絡ください。

申し込み先：議会事務局　TEL：0745-74-1091（直通）
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▲７月１日に開館した斑鳩町龍田西地区地域交流館（P１３に関連記事）
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6月定例会 　

運
転
免
許
の
更
新

を
申
請
し
ま
し
た
。

　

案
内
書
に「
高
齢
者

は
事
前
に
講
習
を
受

け
て
、終
了
証
を
提
出

す
る
事
」と
あ
り
ま
し

た
。

　

動
体
視
力
や
反
射

神
経
の
低
下
が
検
査

記
録
に
あ
り
ま
す
。

安
全
運
転
を
心
が
け
、免
許

証
は
謙
虚
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

（
濱
委
員
長
記
）

▲議長と令和６年度の広報発行常任委員会委員



一 般 質 問

議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
令
和
３

年
度
に
、
斑
鳩
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
改
訂
さ
れ
、
町
で
起

こ
り
う
る
地
震
災
害
・
風
水
害
・

土
砂
災
害
・
た
め
池
の
決
壊
等

の
災
害
に
対
応
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
も
わ
か
り
や
す
く
、
こ

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
お
住
ま

い
の
地
域
の
状
況
を
確
認
し

て
、
災
害
へ
の
備
え
を
ご
家
族

で
話
し
合
い
、
防
災
の
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
斑
鳩
町
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
、
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
掲
載
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し

実
際
に
家
族
で
話
し
合
い
な
が

ら
、
我
が
家
の
洪
水
リ
ス
ク
を

調
べ
る
。

　

自
宅
の
浸
水
の
深
さ
に
応
じ

て
避
難
先
を
検
討
す
る
。

　

避
難
完
了
か
ら
逆
算
し
て
い

つ
ど
ん
な
行
動
を
と
れ
ば
良
い

か
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
記
入
す
る

等
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
を
話
し
合
い
、
よ
り
一
層
、

住
民
全
体
の
防
災
意
識
を
高
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の

お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長　

水
害
や
土
砂
災
害

か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に
は
、

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
、
災
害

か
ら
の
避
難
に
必
要
な
知
識

と
、
災
害
が
起
こ
る
前
に
、
家

族
な
ど
と
話
し
合
っ
て
一
人
ひ

と
り
の
適
切
な
行
動
を
決
め
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
自
ら

の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
、
そ

奥
村
容
子
・
３
ペ
ー
ジ

〇
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

〇
＃
７
１
１
９
・
＃
８
０
０
を

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
を

◎
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
を

伴
吉
晴
・
４
ペ
ー
ジ

◎
中
央
体
育
館
を
よ
り
よ
い
も
の

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う

小
城
世
督
・
４
ペ
ー
ジ

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

〇
外
出
支
援
に
つ
い
て

◎
多
子
世
帯
に
お
け
る
保
育
料

の
軽
減
措
置

木
澤
正
男
・
５
ペ
ー
ジ

〇
２
０
２
５
関
西
・
大
阪
万
博

へ
子
ど
も
た
ち
を
動
員
さ
せ

よ
う
と
す
る
問
題
に
つ
い
て

〇
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

◎
家
庭
ご
み
の
回
収
方
法
の
変
更

に
伴
い
浮
上
す
る
と
考
え
ら
れ

る
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て

溝
部
真
紀
子
・
６
ペ
ー
ジ

〇
不
妊
、
不
育
治
療
の
助
成
制

度
に
つ
い
て

◎
法
隆
寺
門
前
県
道
整
備
に
つ

い
て

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で

       

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

齋
藤
文
夫
・
６
ペ
ー
ジ

〇
住
民
視
点
に
立
っ
た
行
政
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

◎
耐
震
化
の
推
進
に
つ
い
て

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
推
進
に

つ
い
て

〇
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

に
つ
い
て

濱
眞
理
子
・
７
ペ
ー
ジ

○
町
職
員
の
勤
務
に
つ
い
て

◎
生
理
用
品
の
無
料
配
布
に
つ

い
て

〇
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
使

用
推
進
対
策
に
つ
い
て

　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求め

たり、新たな施策の提案を行ったりするものです。

　本定例会での一般質問は、６月６日・７日の両日、７人の議員が行

いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

令和６年第２回定例会では、それぞれの議案を委員会に付託し、
詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。
　　
　　建水：建設水道常任委員会　　　　　８ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　　　　　９ページ
　　総務：総務常任委員会　　　　　　１０ページ

9月定例
会では

こん
なこと

が決まりました
こん

なこと
が決まりました

こん
なこと

が決まりました

定例会の案件 結　果付託先

斑鳩町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について 

斑鳩町立学童保育室条例の一部を改正する条例について

中央体育館空調設備整備工事請負契約の締結について 

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について） 

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例について） 

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） 

斑鳩町公平委員会委員の選任について同意を求めることについて 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について） 

令和５年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

令和５年度斑鳩町下水道事業会計継続費繰越計算書の報告について 

令和５年度斑鳩町文化振興財団事業報告について 

奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に求める意見書について 

第2回 定例会第2回 定例会
令和６年６月３日～６月２０日

満場一致で承認

満場一致で同意

満場一致で可決

広域連合へ報告

満場一致で可決

１１ページに
意見書

条例

契約

同意

承認

報告 報告

選挙

発議

斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援
施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

斑鳩町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準に関する条例の
一部を改正する条例について

町長専決処分について承認を求めることについて（（仮称）斑鳩町龍田西地区地域交流館
整備工事請負契約の変更について）
町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町地域交流館設置条例の一部を改正
する条例の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第３
号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号）について）
町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について）

奥村　容子

厚生

厚生

総務

総務

大方　豊氏を
選任すること
に同意

おおがた ゆたか
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　　厚生：厚生常任委員会　　　　　　　９ページ
　　総務：総務常任委員会　　　　　　１０ページ

9月定例
会では

こん
なこと

が決まりました

こん
なこと

が決まりました

こん
なこと

が決まりました

定例会の案件 結　果付託先

斑鳩町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について 

斑鳩町立学童保育室条例の一部を改正する条例について

中央体育館空調設備整備工事請負契約の締結について 

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について） 

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例について） 

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） 

斑鳩町公平委員会委員の選任について同意を求めることについて 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について） 

令和５年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

令和５年度斑鳩町下水道事業会計継続費繰越計算書の報告について 

令和５年度斑鳩町文化振興財団事業報告について 

奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に求める意見書について 

第2回 定例会第2回 定例会
令和６年６月３日～６月２０日

満場一致で承認

満場一致で同意

満場一致で可決

広域連合へ報告

満場一致で可決

１１ページに
意見書

条例

契約

同意

承認

報告 報告

選挙

発議

斑鳩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援
施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

斑鳩町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準に関する条例の
一部を改正する条例について

町長専決処分について承認を求めることについて（（仮称）斑鳩町龍田西地区地域交流館
整備工事請負契約の変更について）
町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町地域交流館設置条例の一部を改正
する条例の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町一般会計補正予算（第３
号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号）について）
町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）について）

奥村　容子

厚生

厚生

総務

総務

大方　豊氏を
選任すること
に同意

おおがた ゆたか
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一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員　

町
は
可
燃
ご
み
・
生
ご

み
を
戸
別
収
集
に
す
る
と
資
源

化
が
よ
り
進
む
と
説
明
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
ど
れ
く

ら
い
の
経
費
削
減
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

令
和
４
年
度

に
実
施
し
た
家
庭
系
可
燃
ご
み

組
成
調
査
で
は
可
燃
ご
み
の
中

に
生
ご
み
が
約
54
％
含
ま
れ
て

お
り
、
戸
別
収
集
す
る
こ
と
で

生
ご
み
の
分
別
回
収
が
さ
ら
に

進
め
ば
、
可
燃
ご
み
の
処
理
費

用
が
現
在
よ
り
年
間
で
最
大
４
，

８
０
０
万
円
削
減
で
き
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
可
燃

ご
み
指
定
袋
の
作
成
費
用
等
で

も
年
間
約
５
０
０
万
円
程
度
は

削
減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

議
員　

可
燃
ご
み
・
生
ご
み
は

戸
別
収
集
化
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
の
ま
ま
だ
と
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
み
を
持
っ
て
い

け
な
い
方
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

使
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う

方
に
つ
い
て
の
問
題
が
解
決
で

き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

住
民
生
活
部
長　

今
回
、
対
象

と
し
て
い
る
可
燃
ご
み
・
生
ご

み
は
住
民
の
最
も
身
近
な
排
出

物
で
あ
り
、
衛
生
的
な
関
係
か

ら
現
在
週
２
回
収
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
散
乱
や
異

臭
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ

る
生
ご
み
で
あ
り
、
散
乱
等
に

よ
る
清
掃
が
集
積
所
管
理
の
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
戸
別
収
集
が
実
現
可

能
と
な
っ
た
の
は
こ
れ
ま
で
住

民
の
み
な
さ
ま
が
ご
み
の
分
別

に
協
力
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
資
源
化
促
進
に
よ
る
処
理
費

用
の
削
減
で
戸
別
収
集
の
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
全
種
類
戸
別
収
集

を
実
施
す
る
に
は
収
集
体
制
の

整
備
に
か
か
る
費
用
が
増
大
す

る
の
と
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
資
源
物
や
不
燃
ご
み

な
ど
は
き
ち
ん
と
分
別
で
き
て

お
り
、
処
理
費
の
削
減
効
果
を

得
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
全

種
類
の
戸
別
収
集
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

家
庭
ご
み
の
回
収
方
法
変
更
に
伴
う

　
　

課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て

多子世帯における保育料の
           　 軽減措置の拡充を

小城　世督

議
員　

斑
鳩
町
は
、
以
前
か
ら

国
の
基
準
よ
り
も
、
階
層
を
細

分
化
し
、
平
成
26
年
度
か
ら

は
、
第
２
子
の
保
育
料
を
２
分

の
１
か
ら
４
分
の
１
に
す
る
軽

減
策
を
実
施
し
て
お
り
、
評
価

し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
の
合
計
特
殊
出
生
率
が

１
を
切
る
と
い
う
報
道
も
あ

り
、
保
育
料
軽
減
策
の
拡
充
の

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
そ

の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

　

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
現

在
、
同
時
在
園
児
の
要
件
が
あ

り
、
子
ど
も
が
３
人
い
る
家
庭

で
、
小
学
校
以
上
の
兄
弟
が
２

人
い
る
場
合
は
、
３
人
い
て
も

第
３
子
が
第
１
子
の
扱
い
と
な

り
、
不
公
平
さ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
子
ど
も
の
カ
ウ
ン
ト
方

法
に
つ
い
て
、
斑
鳩
町
と
し
て

検
討
の
余
地
は
あ
る
か
、
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長　

現
在
、
国

基
準
保
育
料
の
80
％
に
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
約
２
，

０
５
０
万
円
、
次
に
国
の
基
準

よ
り
階
層
を
細
分
化
す
る
こ
と

に
よ
り
約
５
４
０
万
円
、
さ
ら

に
同
時
在
園
の
多
子
世
帯
を
４

分
の
１
に
軽
減
す
る
こ
と
に
よ

り
約
７
８
０
万
円
、
合
わ
せ
て

年
間
約
３
，
３
７
０
万
円
が
国

の
徴
収
基
準
額
に
比
べ
て
減
収

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
子
世
帯
の
軽
減
要
件
に
つ

い
て
、
兄
弟
内
の
年
齢
要
件
を

問
わ
な
い
兄
弟
の
数
え
方
で
試

算
す
る
と
、
さ
ら
に
年
間
約

１
，
２
０
０
万
円
の
減
収
に
な

る
見
込
み
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
保
育
料
軽
減
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
町
財
政
の
状
況
や
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
や
保

育
の
質
の
担
保
等
か
ら
も
勘
案

し
な
が
ら
、慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

議
員　

町
独
自
の
軽
減
政
策
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
金
銭
の

負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
、保
育
の
質
全
て
が
兼

ね
備
わ
っ
て
成
り
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
面
の
こ
と
も
あ

る
こ
と
は
重
々
承
知
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
、
斑
鳩

町
に
来
て
で
も
子
育
て
を
し
た

い
と
、
そ
う
思
え
る
町
に
し
て

い
く
た
め
に
は
日
々
真
価
が
問

わ
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
斑
鳩

町
の
実
現
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
と

も
こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
慎

重
に
ご
検
討
い
た
だ
い
て
先
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
の

よ
う
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

伴　吉晴

議
員

昨
年
度
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
変
更
さ
れ
、
今
年
度
に
は
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
利
用
規
則
等
の
変

更
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

教
育
次
長　

中
央
体
育
館
は
平

成
元
年
に
建
築
さ
れ
、
令
和
６

年
で
36
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、

ア
リ
ー
ナ
の
稼
働
率
は
年
間

83
％
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
に

施
設
の
予
約
を
取
る
こ
と
や
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た

と
し
て
も
、
施
設
を
使
用
い
た

だ
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　

今
の
時
間
割
で
は
、
朝

３
時
間
、昼
５
時
間
、夕
方
４
時

間
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
状

況
及
び
利
用
者
の
意
見
を
伺
う
。

教
育
次
長　

午
後
の
枠
が
昼
の

12
時
か
ら
17
時
ま
で
の
５
時
間

の
利
用
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
12
時
か
ら
13
時
の
時
間

帯
に
利
用
さ
れ
て
い
る
団
体
は

少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
午
後
の
枠
の
時
間
が
少

し
長
い
と
い
っ
た
ご
意
見
を
一

部
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　

子
ど
も
た
ち
が
体
育
館

を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
時
間

割
を
細
分
化
す
れ
ば
、
子
ど
も

達
が
体
を
動
か
す
機
会
が
増
え

る
と
思
う
。

　

ま
た
、放
課
後
や
休
日
に
、子

ど
も
た
ち
の
無
料
開
放
日
を
設

け
る
な
ど
、
時
間
枠
を
再
検
討

し
て
は
い
か
が
と
思
う
が
、
教

育
委
員
会
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
次
長　

子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
に
は
欠
か
せ

な
い
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
そ

う
し
た
機
会
づ
く
り
に
、
引
き

続
き
、
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
央
体
育
館
の
運
営
に
関
し

ま
し
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
時
間
枠
の
細
分
化
の
見
直

し
等
も
含
め
、
そ
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

議
員　

中
央
体
育
館
は
、
斑
鳩

町
の
体
育
施
設
の
中
心
で
あ
り
、

そ
の
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も

の
で
す
。よ
り
よ
い
施
設
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
願
い
ま
す
。

中
央
体
育
館
を

    

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

木澤　正男

の
上
で
災
害
の
際
に
自
分
自
身

が
取
る
べ
き
行
動
を
時
間
の
流

れ
に
沿
っ
て
整
理
す
る
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
は
大
変
有

効
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
今
年
度
、
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
手
軽
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
方
法

な
ど
の
掲
載
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
掲
載
す
る

こ
と
で
、
住
民
全
体
の
防
災
意

識
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲令和６年度にエアコンが設置される
　中央体育館
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一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員　

町
は
可
燃
ご
み
・
生
ご

み
を
戸
別
収
集
に
す
る
と
資
源

化
が
よ
り
進
む
と
説
明
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
ど
れ
く

ら
い
の
経
費
削
減
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

令
和
４
年
度

に
実
施
し
た
家
庭
系
可
燃
ご
み

組
成
調
査
で
は
可
燃
ご
み
の
中

に
生
ご
み
が
約
54
％
含
ま
れ
て

お
り
、
戸
別
収
集
す
る
こ
と
で

生
ご
み
の
分
別
回
収
が
さ
ら
に

進
め
ば
、
可
燃
ご
み
の
処
理
費

用
が
現
在
よ
り
年
間
で
最
大
４
，

８
０
０
万
円
削
減
で
き
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
可
燃

ご
み
指
定
袋
の
作
成
費
用
等
で

も
年
間
約
５
０
０
万
円
程
度
は

削
減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

議
員　

可
燃
ご
み
・
生
ご
み
は

戸
別
収
集
化
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
の
ま
ま
だ
と
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
み
を
持
っ
て
い

け
な
い
方
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

使
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う

方
に
つ
い
て
の
問
題
が
解
決
で

き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

住
民
生
活
部
長　

今
回
、
対
象

と
し
て
い
る
可
燃
ご
み
・
生
ご

み
は
住
民
の
最
も
身
近
な
排
出

物
で
あ
り
、
衛
生
的
な
関
係
か

ら
現
在
週
２
回
収
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
み
の
散
乱
や
異

臭
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
可
燃
ご
み
に
含
ま
れ

る
生
ご
み
で
あ
り
、
散
乱
等
に

よ
る
清
掃
が
集
積
所
管
理
の
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
戸
別
収
集
が
実
現
可

能
と
な
っ
た
の
は
こ
れ
ま
で
住

民
の
み
な
さ
ま
が
ご
み
の
分
別

に
協
力
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
資
源
化
促
進
に
よ
る
処
理
費

用
の
削
減
で
戸
別
収
集
の
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
全
種
類
戸
別
収
集

を
実
施
す
る
に
は
収
集
体
制
の

整
備
に
か
か
る
費
用
が
増
大
す

る
の
と
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
資
源
物
や
不
燃
ご
み

な
ど
は
き
ち
ん
と
分
別
で
き
て

お
り
、
処
理
費
の
削
減
効
果
を

得
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
全

種
類
の
戸
別
収
集
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

家
庭
ご
み
の
回
収
方
法
変
更
に
伴
う

　
　

課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て

多子世帯における保育料の
           　 軽減措置の拡充を

小城　世督

議
員　

斑
鳩
町
は
、
以
前
か
ら

国
の
基
準
よ
り
も
、
階
層
を
細

分
化
し
、
平
成
26
年
度
か
ら

は
、
第
２
子
の
保
育
料
を
２
分

の
１
か
ら
４
分
の
１
に
す
る
軽

減
策
を
実
施
し
て
お
り
、
評
価

し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
の
合
計
特
殊
出
生
率
が

１
を
切
る
と
い
う
報
道
も
あ

り
、
保
育
料
軽
減
策
の
拡
充
の

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
そ

の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

　

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
現

在
、
同
時
在
園
児
の
要
件
が
あ

り
、
子
ど
も
が
３
人
い
る
家
庭

で
、
小
学
校
以
上
の
兄
弟
が
２

人
い
る
場
合
は
、
３
人
い
て
も

第
３
子
が
第
１
子
の
扱
い
と
な

り
、
不
公
平
さ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
子
ど
も
の
カ
ウ
ン
ト
方

法
に
つ
い
て
、
斑
鳩
町
と
し
て

検
討
の
余
地
は
あ
る
か
、
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長　

現
在
、
国

基
準
保
育
料
の
80
％
に
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
約
２
，

０
５
０
万
円
、
次
に
国
の
基
準

よ
り
階
層
を
細
分
化
す
る
こ
と

に
よ
り
約
５
４
０
万
円
、
さ
ら

に
同
時
在
園
の
多
子
世
帯
を
４

分
の
１
に
軽
減
す
る
こ
と
に
よ

り
約
７
８
０
万
円
、
合
わ
せ
て

年
間
約
３
，
３
７
０
万
円
が
国

の
徴
収
基
準
額
に
比
べ
て
減
収

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
子
世
帯
の
軽
減
要
件
に
つ

い
て
、
兄
弟
内
の
年
齢
要
件
を

問
わ
な
い
兄
弟
の
数
え
方
で
試

算
す
る
と
、
さ
ら
に
年
間
約

１
，
２
０
０
万
円
の
減
収
に
な

る
見
込
み
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
保
育
料
軽
減
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
町
財
政
の
状
況
や
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
や
保

育
の
質
の
担
保
等
か
ら
も
勘
案

し
な
が
ら
、慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

議
員　

町
独
自
の
軽
減
政
策
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
金
銭
の

負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
、保
育
の
質
全
て
が
兼

ね
備
わ
っ
て
成
り
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
面
の
こ
と
も
あ

る
こ
と
は
重
々
承
知
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
、
斑
鳩

町
に
来
て
で
も
子
育
て
を
し
た

い
と
、
そ
う
思
え
る
町
に
し
て

い
く
た
め
に
は
日
々
真
価
が
問

わ
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
斑
鳩

町
の
実
現
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
と

も
こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
慎

重
に
ご
検
討
い
た
だ
い
て
先
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
の

よ
う
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

伴　吉晴

議
員

昨
年
度
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
変
更
さ
れ
、
今
年
度
に
は
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
利
用
規
則
等
の
変

更
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

教
育
次
長　

中
央
体
育
館
は
平

成
元
年
に
建
築
さ
れ
、
令
和
６

年
で
36
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、

ア
リ
ー
ナ
の
稼
働
率
は
年
間

83
％
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
に

施
設
の
予
約
を
取
る
こ
と
や
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た

と
し
て
も
、
施
設
を
使
用
い
た

だ
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　

今
の
時
間
割
で
は
、
朝

３
時
間
、昼
５
時
間
、夕
方
４
時

間
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
状

況
及
び
利
用
者
の
意
見
を
伺
う
。

教
育
次
長　

午
後
の
枠
が
昼
の

12
時
か
ら
17
時
ま
で
の
５
時
間

の
利
用
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
12
時
か
ら
13
時
の
時
間

帯
に
利
用
さ
れ
て
い
る
団
体
は

少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
午
後
の
枠
の
時
間
が
少

し
長
い
と
い
っ
た
ご
意
見
を
一

部
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　

子
ど
も
た
ち
が
体
育
館

を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
時
間

割
を
細
分
化
す
れ
ば
、
子
ど
も

達
が
体
を
動
か
す
機
会
が
増
え

る
と
思
う
。

　

ま
た
、放
課
後
や
休
日
に
、子

ど
も
た
ち
の
無
料
開
放
日
を
設

け
る
な
ど
、
時
間
枠
を
再
検
討

し
て
は
い
か
が
と
思
う
が
、
教

育
委
員
会
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
次
長　

子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
に
は
欠
か
せ

な
い
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
そ

う
し
た
機
会
づ
く
り
に
、
引
き

続
き
、
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
央
体
育
館
の
運
営
に
関
し

ま
し
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
時
間
枠
の
細
分
化
の
見
直

し
等
も
含
め
、
そ
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

議
員　

中
央
体
育
館
は
、
斑
鳩

町
の
体
育
施
設
の
中
心
で
あ
り
、

そ
の
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も

の
で
す
。よ
り
よ
い
施
設
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
願
い
ま
す
。

中
央
体
育
館
を

    

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

木澤　正男

の
上
で
災
害
の
際
に
自
分
自
身

が
取
る
べ
き
行
動
を
時
間
の
流

れ
に
沿
っ
て
整
理
す
る
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
は
大
変
有

効
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
今
年
度
、
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
手
軽
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
方
法

な
ど
の
掲
載
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
掲
載
す
る

こ
と
で
、
住
民
全
体
の
防
災
意

識
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲令和６年度にエアコンが設置される
　中央体育館

❹❺



一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

法
隆
寺
門
前
の
県
道
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
計
画
が
あ
り

ま
す
が
、
進
捗
状
況
等
お
伺
い

し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

事
業
主
体
で

あ
る
奈
良
県
が
令
和
７
年
度
ま

で
に
舗
装
の
改
良
や
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
、
障
害
者
用
停

車
施
設
の
設
置
を
行
い
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
法
隆
寺
へ

の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
修
景
、
景
観
等
に
配
慮
し

た
意
匠
、
形
態
で
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
郡
山
土
木
事
務
所
に

お
い
て
、
施
工
内
容
の
詳
細
を

検
討
、
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
法
隆
寺
の
参
道
に
相
応
し

い
景
観
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
な
る
よ
う
積
極
的
に

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

法
隆
寺
は
世
界
文
化
遺

産
登
録
第
一
号
で
す
。
法
隆
寺

門
前
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
観
光
に
資
す
る
よ
う
な

整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

先
日
、
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
長
よ
り
、
「
斑
鳩
町
が
汗
を

か
い
て
ア
イ
デ
ア
を
だ
す
の
で

あ
れ
ば
、
観
光
地
に
資
す
る
整

備
を
検
討
す
る
、
斑
鳩
町
の
思

い
に
寄
り
添
っ
た
整
備
に
し
て

い
く
」
と
、
激
励
を
受
け
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長　

本
件
に
つ
い

て
は
数
日
前
に
行
っ
た
協
議
で

あ
り
、
ま
ず
は
対
応
等
に
つ
い

て
、
事
業
主
体
と
な
る
郡
山
土

木
事
務
所
に
協
議
の
申
し
出
を

早
速
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
担
当
者
間
で
整
備
方

針
や
役
割
分
担
等
の
考
え
方
を

整
理
、
集
約
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
今
後
の
町
の
対
応
を
検

討
し
ま
す
。

議
員　

県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

長
の
言
葉
に
斑
鳩
町
に
は
ぜ
ひ

と
も
乗
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

実
際
、
形
に
す
る
の
は
大
変

な
こ
と
が
あ
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
法
隆
寺
門
前
エ
リ
ア
の

観
光
に
資
す
る
整
備
は
、
住
民

や
斑
鳩
町
の
観
光
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
夢
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
県
と
し
っ
か
り
協

議
し
て
頂
き
、
前
に
進
め
て
頂

き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

法
隆
寺
門
前
の

        　

県
道
整
備
に
つ
い
て

議
員　

「
貧
困
」
と
い
う
の
は

収
入
が
少
な
く
な
る
の
で
は
な

く
、
物
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

持
っ
て
い
る
お
金
の
価
値
が
減

少
す
る
こ
と
で
す
。
買
物
に

行
っ
て
も
毎
月
の
よ
う
に
値
上

げ
が
続
き
、
ま
す
ま
す
、
家
計

ひ
っ
迫
が
襲
い
か
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
生
理
用

品
の
配
布
状
況
の
経
緯
を
お
伺

い
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

生
理
用
品
の

無
料
配
布
は
、
社
協
（
斑
鳩
町

社
会
福
祉
協
議
会
）
の
事
業
と

し
て
、
令
和
３
年
５
月
14
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
配
布
件
数
は
、

社
協
と
町
の
窓
口
合
計
で
令
和

３
年
度
66
件
、
令
和
４
年
度
42

件
、
令
和
５
年
度
に
23
件
で

す
。

議
員　

生
活
が
苦
し
く
な
く

な
っ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
66

件
か
ら
42
件
、
そ
し
て
23
件
と

減
少
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
中

に
は
ご
存
じ
な
い
方
も
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
こ
の
ま
ま
こ
の
支
援
の
制

度
を
消
滅
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

配
布
場
所
と
掲
示
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
設
置
し
て
い

る
カ
ー
ド
が
多
目
的
ト
イ
レ
に

は
な
い
な
ど
、
場
所
に
よ
っ
て
、

ば
ら
つ
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

住
民
生
活
部
長　

配
布
場
所
は

社
協
・
役
場
福
祉
課
・
子
育
て

支
援
課
・
健
康
対
策
課
な
ど
相

談
で
き
る
窓
口
で
す
。
案
内
は
、

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
、
役
場
、

各
公
民
館
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル

の
女
性
用
・
多
目
的
ト
イ
レ
に

掲
示
し
て
ま
す
。
掲
示
物
等
の

管
理
は
社
協
が
行
っ
て
い
ま
す

が
、
町
職
員
が
異
常
等
に
気
づ

い
た
場
合
は
社
協
に
連
絡
し
ま

す
。
周
知
方
法
の
充
実
は
、
引

き
続
き
、
社
協
と
協
議
を
し
て

い
き
ま
す
。

議
員　

配
布
予
定
数
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
用
の
備
蓄
に
限
ら

ず
、
生
理
用
品
の
種
類
と
使
い

や
す
さ
を
考
慮
し
、
充
実
が
望

ま
れ
ま
す
。
町
の
考
え
は
い
か

が
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

町
は
今
後
も

必
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
実
施
し
、
追
加
購
入

時
は
種
類
増
加
の
検
討
も
さ
れ

る
よ
う
社
協
に
伝
え
て
、
必
要

な
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

今
後
も
必
要
な
事
業
で

あ
り
、
種
類
の
検
討
の
お
返
事

も
あ
り
ま
し
た
。
充
実
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

生
理
用
品
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

耐震化の推進について

齋藤　文夫

議
員　

能
登
半
島
地
震
で
石
川

県
が
公
表
し
た
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
９
割
が
家
屋
の

倒
壊
が
原
因
だ
っ
た
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。
阪
神
大
震
災
で
も

死
因
の
９
割
が
建
物
の
倒
壊
が

原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
上
下
水

道
管
の
破
損
で
水
が
使
え
な
い

こ
と
に
よ
り
、
ト
イ
レ
が
使
用

で
き
ず
、
衛
生
状
態
が
悪
化
す

る
こ
と
は
、
災
害
関
連
死
と
直

結
す
る
。

　

防
災
拠
点
と
な
る
公
共
建
築

物
で
あ
る
学
校
、
保
育
所
、
公

民
館
、
庁
舎
な
ど
の
建
築
物
の

耐
震
化
の
状
況
は
、
い
か
が

か
。

総
務
部
長　

斑
鳩
町
の
防
災
拠

点
と
な
る
役
場
庁
舎
、
消
防
団

詰
所
、
総
合
保
健
福
祉
会
館
、

衛
生
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
の

耐
震
化
の
状
況
は
、
現
在
、
衛

生
処
理
場
の
２
棟
を
除
き
昭
和

56
年
６
月
施
行
の
新
耐
震
化
基

準
以
降
の
建
築
、
も
し
く
は
新

耐
震
化
基
準
以
前
に
建
築
さ
れ

た
建
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
平

成
７
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
建

築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
い
て
耐
震
診

断
を
行
い
、
新
耐
震
基
準
に
適

合
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
建

物
、
ま
た
は
そ
の
後
に
耐
震
工

事
を
実
施
済
み
の
建
物
と
な
っ

て
い
る
。
次
に
、
斑
鳩
町
が
指

定
し
て
い
る
20
か
所
の
指
定
緊

急
避
難
所
及
び
指
定
避
難
所
は

全
て
の
施
設
が
新
耐
震
基
準
に

適
合
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た

建
物
で
あ
る
。

議
員　

斑
鳩
町
の
上
水
道
管
、

下
水
道
管
の
耐
震
化
率
、
老
朽

化
の
更
新
計
画
は
、
い
か
が

か
。

都
市
建
設
部
長　

上
水
道
管
は
、

耐
震
化
率
は
全
国
平
均
41
・
２

％
に
対
し
斑
鳩
町
は
43
・
９
％

で
あ
る
。
法
定
耐
用
年
数
40
年

を
経
過
し
た
老
朽
管
及
び
非
耐

震
管
の
更
新
を
進
め
て
い
る
。

下
水
道
管
は
、
平
成
４
年
度
の

工
事
着
手
か
ら
耐
震
対
策
指
針

の
改
定
も
踏
ま
え
た
設
計
に
よ

り
整
備
を
進
め
て
お
り
、
耐
震

化
は
図
ら
れ
て
い
る
。

議
員　

防
災
重
点
た
め
池
19
か

所
の
耐
震
化
は
、
い
か
が
か
。

都
市
建
設
部
長　

令
和
５
年
度

末
時
点
で
９
か
所
の
防
災
重
点

た
め
池
に
係
る
耐
震
調
査
を
完

了
し
た
。
令
和
６
年
度
に
２
か

所
の
耐
震
調
査
を
予
定
し
、
令

和
７
年
度
以
降
も
耐
震
調
査
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

濱　眞理子

溝部　真紀子

議会を傍聴してみませんか？

（https://www.town.ikaruga.nara.jp/）

▲法隆寺門前の県道法隆寺線
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一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員

法
隆
寺
門
前
の
県
道
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
計
画
が
あ
り

ま
す
が
、
進
捗
状
況
等
お
伺
い

し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

事
業
主
体
で

あ
る
奈
良
県
が
令
和
７
年
度
ま

で
に
舗
装
の
改
良
や
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
、
障
害
者
用
停

車
施
設
の
設
置
を
行
い
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
法
隆
寺
へ

の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
修
景
、
景
観
等
に
配
慮
し

た
意
匠
、
形
態
で
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
郡
山
土
木
事
務
所
に

お
い
て
、
施
工
内
容
の
詳
細
を

検
討
、
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
法
隆
寺
の
参
道
に
相
応
し

い
景
観
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
な
る
よ
う
積
極
的
に

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

法
隆
寺
は
世
界
文
化
遺

産
登
録
第
一
号
で
す
。
法
隆
寺

門
前
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
観
光
に
資
す
る
よ
う
な

整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

先
日
、
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
長
よ
り
、
「
斑
鳩
町
が
汗
を

か
い
て
ア
イ
デ
ア
を
だ
す
の
で

あ
れ
ば
、
観
光
地
に
資
す
る
整

備
を
検
討
す
る
、
斑
鳩
町
の
思

い
に
寄
り
添
っ
た
整
備
に
し
て

い
く
」
と
、
激
励
を
受
け
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長　

本
件
に
つ
い

て
は
数
日
前
に
行
っ
た
協
議
で

あ
り
、
ま
ず
は
対
応
等
に
つ
い

て
、
事
業
主
体
と
な
る
郡
山
土

木
事
務
所
に
協
議
の
申
し
出
を

早
速
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
担
当
者
間
で
整
備
方

針
や
役
割
分
担
等
の
考
え
方
を

整
理
、
集
約
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
今
後
の
町
の
対
応
を
検

討
し
ま
す
。

議
員　

県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

長
の
言
葉
に
斑
鳩
町
に
は
ぜ
ひ

と
も
乗
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

実
際
、
形
に
す
る
の
は
大
変

な
こ
と
が
あ
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
、
法
隆
寺
門
前
エ
リ
ア
の

観
光
に
資
す
る
整
備
は
、
住
民

や
斑
鳩
町
の
観
光
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
夢
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
県
と
し
っ
か
り
協

議
し
て
頂
き
、
前
に
進
め
て
頂

き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

法
隆
寺
門
前
の

        　

県
道
整
備
に
つ
い
て

議
員　

「
貧
困
」
と
い
う
の
は

収
入
が
少
な
く
な
る
の
で
は
な

く
、
物
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

持
っ
て
い
る
お
金
の
価
値
が
減

少
す
る
こ
と
で
す
。
買
物
に

行
っ
て
も
毎
月
の
よ
う
に
値
上

げ
が
続
き
、
ま
す
ま
す
、
家
計

ひ
っ
迫
が
襲
い
か
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
生
理
用

品
の
配
布
状
況
の
経
緯
を
お
伺

い
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

生
理
用
品
の

無
料
配
布
は
、
社
協
（
斑
鳩
町

社
会
福
祉
協
議
会
）
の
事
業
と

し
て
、
令
和
３
年
５
月
14
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
配
布
件
数
は
、

社
協
と
町
の
窓
口
合
計
で
令
和

３
年
度
66
件
、
令
和
４
年
度
42

件
、
令
和
５
年
度
に
23
件
で

す
。

議
員　

生
活
が
苦
し
く
な
く

な
っ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
66

件
か
ら
42
件
、
そ
し
て
23
件
と

減
少
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
中

に
は
ご
存
じ
な
い
方
も
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
こ
の
ま
ま
こ
の
支
援
の
制

度
を
消
滅
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

配
布
場
所
と
掲
示
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
設
置
し
て
い

る
カ
ー
ド
が
多
目
的
ト
イ
レ
に

は
な
い
な
ど
、
場
所
に
よ
っ
て
、

ば
ら
つ
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

住
民
生
活
部
長　

配
布
場
所
は

社
協
・
役
場
福
祉
課
・
子
育
て

支
援
課
・
健
康
対
策
課
な
ど
相

談
で
き
る
窓
口
で
す
。
案
内
は
、

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
、
役
場
、

各
公
民
館
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル

の
女
性
用
・
多
目
的
ト
イ
レ
に

掲
示
し
て
ま
す
。
掲
示
物
等
の

管
理
は
社
協
が
行
っ
て
い
ま
す

が
、
町
職
員
が
異
常
等
に
気
づ

い
た
場
合
は
社
協
に
連
絡
し
ま

す
。
周
知
方
法
の
充
実
は
、
引

き
続
き
、
社
協
と
協
議
を
し
て

い
き
ま
す
。

議
員　

配
布
予
定
数
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
用
の
備
蓄
に
限
ら

ず
、
生
理
用
品
の
種
類
と
使
い

や
す
さ
を
考
慮
し
、
充
実
が
望

ま
れ
ま
す
。
町
の
考
え
は
い
か

が
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長　

町
は
今
後
も

必
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
実
施
し
、
追
加
購
入

時
は
種
類
増
加
の
検
討
も
さ
れ

る
よ
う
社
協
に
伝
え
て
、
必
要

な
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

今
後
も
必
要
な
事
業
で

あ
り
、
種
類
の
検
討
の
お
返
事

も
あ
り
ま
し
た
。
充
実
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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理
用
品
の
無
料
配
布
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つ
い
て
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の
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と
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神
大
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で
も

死
因
の
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割
が
建
物
の
倒
壊
が
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因
と
言
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て
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る
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ま
た
、
老
朽
化
し
た
上
下
水

道
管
の
破
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で
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が
使
え
な
い

こ
と
に
よ
り
、
ト
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レ
が
使
用

で
き
ず
、
衛
生
状
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が
悪
化
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る
こ
と
は
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関
連
死
と
直

結
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。
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拠
点
と
な
る
公
共
建
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で
あ
る
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、
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所
、
公

民
館
、
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舎
な
ど
の
建
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物
の

耐
震
化
の
状
況
は
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か
が

か
。
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部
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斑
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の
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拠

点
と
な
る
役
場
庁
舎
、
消
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団
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所
、
総
合
保
健
福
祉
会
館
、

衛
生
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設
な
ど
の
公
共
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設
の

耐
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化
の
状
況
は
、
現
在
、
衛

生
処
理
場
の
２
棟
を
除
き
昭
和

56
年
６
月
施
行
の
新
耐
震
化
基

準
以
降
の
建
築
、
も
し
く
は
新

耐
震
化
基
準
以
前
に
建
築
さ
れ

た
建
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
平

成
７
年
12
月
に
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行
さ
れ
た
建
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物
の
耐
震
改
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の
促
進
に
関

す
る
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に
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い
て
耐
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診

断
を
行
い
、
新
耐
震
基
準
に
適

合
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
建

物
、
ま
た
は
そ
の
後
に
耐
震
工

事
を
実
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み
の
建
物
と
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て
い
る
。
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、
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鳩
町
が
指
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所
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緊
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指
定
避
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て
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と
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。
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、
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更
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。
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均
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に
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・
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あ
る
。
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非
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る
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議
員　

防
災
重
点
た
め
池
19
か
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の
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和
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濱　眞理子

溝部　真紀子

議会を傍聴してみませんか？

（https://www.town.ikaruga.nara.jp/）

▲法隆寺門前の県道法隆寺線
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◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た

な
い
児
童
に
配
置
す
る
保
育
士

に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
「
20
人

に
１
人
か
ら
、
15
人
に
１
人
」

に
、
満
４
歳
以
上
の
児
童
に
配

置
す
る
保
育
士
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
「
30
人
に
１
人
か
ら
、

25
人
に
１
人
」
に
、
職
員
の
配

置
基
準
を
改
め
る
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
地
方
税
制
改

正
に
よ
る
個
人
住
民
税
の
定
額

減
税
の
実
施
に
あ
た
り
、
今
後
、

国
の
様
々
な
税
制
改
正
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

厚 生常任委員会

　６月１１日、全委員出席のもと委員会を開催
しましたので、概要を報告します。本会議から
付託を受けました４議案については、すべて満
場一致で可決すべきものと決しました。

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
事

業
所
の
運
営
規
程
の
概
要
等
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
書
面
掲

示
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
掲
載
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
職
員
配
置
を
柔
軟
化
す
る
も

の
で
す
。

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
廃
棄
物
・
資

源
物
の
排
出
量
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
家
庭
系
・
事

業
系
を
合
わ
せ
た
総
排
出
量

は
、
約
６
，
４
８
８
ｔ
で
、
令

和
４
年
度
に
比
べ
、
1
・
1
％
、

約
72
ｔ
の
減
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
本
町
の
資
源

化
率
は
、
令
和
４
年
度
と
比
べ

0
・
7
％
減
の
55
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

環
境
省
で
は
毎
年
、
資
源
化

率
の
上
位
10
市
町
村
が
公
表
さ

れ
て
お
り
、
当
町
は
、
令
和
４

年
度
の
人
口
10
万
人
未
満
の
市

町
村
の
区
分
で
第
９
位
に
な

り
、
初
め
て
上
位
10
市
町
に
選

出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
戸
別
収
集
に
つ
い
て

の
現
時
点
の
考
え
方
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
町
全
域
を
統
一
し
た

形
で
の
戸
別
収
集
を
検
討
し
て

い
た
が
、
様
々
な
意
見
を
い
た

だ
く
中
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
の
継
続
、

戸
別
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
併
用

や
選
択
制
な
ど
も
視
野
に
い
れ

て
、
事
業
の
再
検
討
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
町
全
域
で
の
取
り
組

み
前
に
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
、
様
々
な
課
題
・
問
題
点
を

掘
り
起
こ
し
、
一
つ
ひ
と
つ
解

決
し
て
い
き
な
が
ら
、
住
民
の

方
に
と
っ
て
、
よ
り
便
利
な
収

集
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。（

溝
部
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

五
百
井
・
興
留
区
間
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
、
町
道
４
０
４

号
線
か
ら
東
へ
約
２
０
０
ｍ
の

区
間
は
、
工
程
を
精
査
の
結
果
、

工
期
を
６
月
３
日
ま
で
延
長
さ

れ
、
同
日
付
で
工
事
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ツ
ボ
川

の
河
川
部
分
に
つ
い
て
、
今
年

度
の
秋
以
降
に
、
新
た
に
函
渠

工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

ま
た
、
い
か
る
が
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
の
整
備
に
伴
う
国
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
同

額
の
５
億
円
が
計
上
さ
れ
た
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
事
業

報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
の
里
観
光
案

内
所
（
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
）
及

び
斑
鳩
町
観
光
自
動
車
駐
車
場

指
定
管
理
者
事
業
報
告
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
、
公
共
施
設
の
指

定
管
理
に
か
か
る
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
水
道
料
金
不
納
欠
損
処
分
に

つ
い
て

　

７
人
、
４
１
，
７
９
６
円
の

不
納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

〇
下
水
道
使
用
料
不
納
欠
損
処

分
に
つ
い
て

　

３
人
、
８
，
３
１
０
円
の
不

納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

〇
斑
鳩
の
里
観
光
案
内
所
（
法

隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
）
及
び
斑
鳩

町
観
光
自
動
車
駐
車
場
指
定
管

理
者
の
選
定
手
続
き
（
案
）
に

つ
い
て

　

当
該
施
設
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
一
般
社
団
法
人
斑
鳩
町
観

光
協
会
を
単
独
選
定
し
て
き
た

が
、
令
和
７
年
度
以
降
の
指
定

管
理
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
選
定
手
続
き
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

公
募
目
的
は
、
民
間
活
力
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
賑
わ
い
づ
く
り
や
経
済
活
性

化
を
は
か
り
、
持
続
可
能
な
観

　

６
月
10
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
継
続
審
査
等
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
、
ま
た
、
当
該
施
設
の
管
理

運
営
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
あ

る
提
案
を
求
め
、
観
光
案
内
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
管
理
運
営
費
の

削
減
等
に
よ
る
費
用
対
効
果
の

最
大
化
を
は
か
る
こ
と
で
す
。

　

業
務
内
容
は
、
従
来
の
指
定

管
理
に
か
か
る
業
務
で
あ
る
施

設
管
理
運
営
業
務
と
、
現
在
、

観
光
協
会
が
実
施
し
て
い
る
観

光
振
興
業
務
で
す
。

　

８
月
上
旬
に
指
定
管
理
者
の

募
集
公
告
を
行
い
、
10
月
中
旬

に
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
選

定
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

〇
水
道
事
業
の
県
域
一
体
化
に

つ
い
て

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回

奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設
立

準
備
協
議
会
の
内
容
と
し
て
、

水
道
料
金
（
大
淀
町
の
別
料
金

設
定
）
に
つ
い
て
、
ま
た
、
水

道
料
金
以
外
の
住
民
負
担
に
つ

い
て
、
各
構
成
団
体
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
に
つ
い
て
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
道
料
金
の
県
域
統
一
単
価

と
町
単
価
に
つ
い
て
、
一
般
家
庭

の
事
例
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に

水
道
料
金
が
下
が
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
県
域
一
体
化
に
斑

鳩
町
が
参
加
し
た
場
合
と
、
し

な
か
っ
た
場
合
を
比
較
す
る
と
、

参
加
し
た
場
合
の
方
が
、
料
金

が
低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
参
加
す
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
町
有
地
（
町
営
住
宅
正
隆
寺

団
地
跡
地
）
の
売
払
い

・
法
隆
寺
観
光
自
動
車
駐
車
場

の
料
金
に
つ
い
て

・
無
許
可
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
に
つ
い
て

・
不
良
舗
装
工
事
に
つ
い
て

（
小
城
委
員
長
記
）

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

　

継
続
審
査

▲斑鳩の里観光案内所
　　　　　（法隆寺ｉセンター）
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◎
斑
鳩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た

な
い
児
童
に
配
置
す
る
保
育
士

に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
「
20
人

に
１
人
か
ら
、
15
人
に
１
人
」

に
、
満
４
歳
以
上
の
児
童
に
配

置
す
る
保
育
士
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
「
30
人
に
１
人
か
ら
、

25
人
に
１
人
」
に
、
職
員
の
配

置
基
準
を
改
め
る
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
地
方
税
制
改

正
に
よ
る
個
人
住
民
税
の
定
額

減
税
の
実
施
に
あ
た
り
、
今
後
、

国
の
様
々
な
税
制
改
正
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

厚 生常任委員会

　６月１１日、全委員出席のもと委員会を開催
しましたので、概要を報告します。本会議から
付託を受けました４議案については、すべて満
場一致で可決すべきものと決しました。

◎
斑
鳩
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
事

業
所
の
運
営
規
程
の
概
要
等
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
書
面
掲

示
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
掲
載
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
職
員
配
置
を
柔
軟
化
す
る
も

の
で
す
。

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
廃
棄
物
・
資

源
物
の
排
出
量
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
家
庭
系
・
事

業
系
を
合
わ
せ
た
総
排
出
量

は
、
約
６
，
４
８
８
ｔ
で
、
令

和
４
年
度
に
比
べ
、
1
・
1
％
、

約
72
ｔ
の
減
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
本
町
の
資
源

化
率
は
、
令
和
４
年
度
と
比
べ

0
・
7
％
減
の
55
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

環
境
省
で
は
毎
年
、
資
源
化

率
の
上
位
10
市
町
村
が
公
表
さ

れ
て
お
り
、
当
町
は
、
令
和
４

年
度
の
人
口
10
万
人
未
満
の
市

町
村
の
区
分
で
第
９
位
に
な

り
、
初
め
て
上
位
10
市
町
に
選

出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
戸
別
収
集
に
つ
い
て

の
現
時
点
の
考
え
方
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
町
全
域
を
統
一
し
た

形
で
の
戸
別
収
集
を
検
討
し
て

い
た
が
、
様
々
な
意
見
を
い
た

だ
く
中
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
の
継
続
、

戸
別
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
併
用

や
選
択
制
な
ど
も
視
野
に
い
れ

て
、
事
業
の
再
検
討
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
町
全
域
で
の
取
り
組

み
前
に
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
、
様
々
な
課
題
・
問
題
点
を

掘
り
起
こ
し
、
一
つ
ひ
と
つ
解

決
し
て
い
き
な
が
ら
、
住
民
の

方
に
と
っ
て
、
よ
り
便
利
な
収

集
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。（

溝
部
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

五
百
井
・
興
留
区
間
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
、
町
道
４
０
４

号
線
か
ら
東
へ
約
２
０
０
ｍ
の

区
間
は
、
工
程
を
精
査
の
結
果
、

工
期
を
６
月
３
日
ま
で
延
長
さ

れ
、
同
日
付
で
工
事
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ツ
ボ
川

の
河
川
部
分
に
つ
い
て
、
今
年

度
の
秋
以
降
に
、
新
た
に
函
渠

工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

ま
た
、
い
か
る
が
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
の
整
備
に
伴
う
国
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
同

額
の
５
億
円
が
計
上
さ
れ
た
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
町
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
事
業

報
告
に
つ
い
て

〇
令
和
５
年
度
斑
鳩
の
里
観
光
案

内
所
（
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
）
及

び
斑
鳩
町
観
光
自
動
車
駐
車
場

指
定
管
理
者
事
業
報
告
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
、
公
共
施
設
の
指

定
管
理
に
か
か
る
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
水
道
料
金
不
納
欠
損
処
分
に

つ
い
て

　

７
人
、
４
１
，
７
９
６
円
の

不
納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

〇
下
水
道
使
用
料
不
納
欠
損
処

分
に
つ
い
て

　

３
人
、
８
，
３
１
０
円
の
不

納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

〇
斑
鳩
の
里
観
光
案
内
所
（
法

隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
）
及
び
斑
鳩

町
観
光
自
動
車
駐
車
場
指
定
管

理
者
の
選
定
手
続
き
（
案
）
に

つ
い
て

　

当
該
施
設
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
一
般
社
団
法
人
斑
鳩
町
観

光
協
会
を
単
独
選
定
し
て
き
た

が
、
令
和
７
年
度
以
降
の
指
定

管
理
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
選
定
手
続
き
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

公
募
目
的
は
、
民
間
活
力
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
賑
わ
い
づ
く
り
や
経
済
活
性

化
を
は
か
り
、
持
続
可
能
な
観

　

６
月
10
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
継
続
審
査
等
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
、
ま
た
、
当
該
施
設
の
管
理

運
営
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
あ

る
提
案
を
求
め
、
観
光
案
内
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
管
理
運
営
費
の

削
減
等
に
よ
る
費
用
対
効
果
の

最
大
化
を
は
か
る
こ
と
で
す
。

　

業
務
内
容
は
、
従
来
の
指
定

管
理
に
か
か
る
業
務
で
あ
る
施

設
管
理
運
営
業
務
と
、
現
在
、

観
光
協
会
が
実
施
し
て
い
る
観

光
振
興
業
務
で
す
。

　

８
月
上
旬
に
指
定
管
理
者
の

募
集
公
告
を
行
い
、
10
月
中
旬

に
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
選

定
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

〇
水
道
事
業
の
県
域
一
体
化
に

つ
い
て

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回

奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設
立

準
備
協
議
会
の
内
容
と
し
て
、

水
道
料
金
（
大
淀
町
の
別
料
金

設
定
）
に
つ
い
て
、
ま
た
、
水

道
料
金
以
外
の
住
民
負
担
に
つ

い
て
、
各
構
成
団
体
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
に
つ
い
て
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
道
料
金
の
県
域
統
一
単
価

と
町
単
価
に
つ
い
て
、
一
般
家
庭

の
事
例
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に

水
道
料
金
が
下
が
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
県
域
一
体
化
に
斑

鳩
町
が
参
加
し
た
場
合
と
、
し

な
か
っ
た
場
合
を
比
較
す
る
と
、

参
加
し
た
場
合
の
方
が
、
料
金

が
低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
参
加
す
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
町
有
地
（
町
営
住
宅
正
隆
寺

団
地
跡
地
）
の
売
払
い

・
法
隆
寺
観
光
自
動
車
駐
車
場

の
料
金
に
つ
い
て

・
無
許
可
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
に
つ
い
て

・
不
良
舗
装
工
事
に
つ
い
て

（
小
城
委
員
長
記
）

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

　

継
続
審
査

▲斑鳩の里観光案内所
　　　　　（法隆寺ｉセンター）
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委員会のうごき委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
立
学
童
保
育
室
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
「
町
立
小
学
校
の
在
籍
児
童
」

と
し
て
い
る
学
童
保
育
室
の
入

室
資
格
に
つ
い
て
、「
小
学
校

に
就
学
し
て
い
る
児
童
で
あ
っ

て
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
児

童
又
は
町
内
の
小
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
」
と
す
る
よ
う
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
中
央
体
育
館
空
調
設
備
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
実
施
時
の
熱
中
症

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
及
び
避
難
所
施
設

と
し
て
の
環
境
を
向
上
す
る
た

め
、
中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
及
び
武
道
場
に

空
調
設
備
を
整
備
す
る
工
事
に

つ
い
て
、
３
億
２
，
４
５
０
万

円
で
契
約
す
る
内
容
で
す
。

　

工
事
費
用
の
70
％
は
交
付
税

算
入
さ
れ
る
の
で
、
実
質
的
な

町
負
担
額
は
、
契
約
額
の
う
ち

の
９
，
６
０
０
万
円
程
度
の
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

は
、
31
億
２
，
１
０
０
万
１
２

５
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
、
２
，
２
２
８
万
９
１
７
円
、

０
・
７
％
の
増
と
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

〇
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
調

整
給
付
）
に
つ
い
て

〇
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ

い
て

　

令
和
７
年
４
月
１
日
採
用
の

職
員
採
用
試
験
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
。
募
集
職
種
は
、「
一

般
事
務
職
」、「
保
健
師
」、「
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
」、「
文
化

財
専
門
技
師
」
で
、
一
般
事
務

職
で
は
、
障
害
者
雇
用
区
分
を

設
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

〇
安
全
・
安
心
に
く
ら
せ
る
防

犯
拠
点
開
所
式
の
開
催
に
つ
い
て

　

法
隆
寺
に
隣
接
す
る
法
隆
寺

駐
在
所
跡
地
に
、「
動
く
交
番
」

等
が
駐
留
で
き
る
、
安
全
・
安

心
駐
車
場
の
環
境
整
備
を
行
っ

た
。

　

７
月
９
日
に
、
法
隆
寺
管
長
、

地
元
自
治
会
長
他
の
皆
様
を
お

招
き
し
、
安
全
・
安
心
拠
点
駐

車
場
、
法
隆
寺
南
大
門
前
広
場

で
開
所
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
と

の
こ
と
で
す
。

〇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
受

入
れ
に
つ
い
て

　

南
都
銀
行
様
が
90
周
年
を
迎

え
ら
れ
、
奈
良
県
内
の
全
市
町

村
に
、
寄
附
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

〇
子
ど
も
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

名
称
を
「
子
ど
も
模
擬
議
会
」

か
ら
「
子
ど
も
議
会
」
へ
と
変

更
し
て
、
８
月
２
日
に
開
催
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

・
中
央
体
育
館
の
施
設
の
利
用

に
つ
い
て

（
齋
藤
委
員
長
記
）

　

６
月
13
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
２
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査
等

の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及
び
活

用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

①
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
令
和
５
年
度
の
入
館
状

況
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
の

入
館
者
総
数
は
、
７
，
９
３
１

人
で
、
令
和
４
年
度
と
比
較
し

て
、
３
０
８
人
の
減
と
な
っ
た

こ
と
。

②
文
化
財
セ
ン
タ
ー
春
季
企
画

展
「
発
掘
調
査
速
報
展　

新
た

に
見
つ
か
っ
た
斑
鳩
の
お
宝
」、

関
連
行
事
の
歴
史
講
演
会
を
開

催
し
た
こ
と
。

③
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
を
開
催
し
た

こ
と
。

④
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
春
季
石

室
特
別
公
開
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
令
和
５
年
度
町
税
収
納
状
況
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
町
税
収
納
額

議会の議案書を閲覧できます
議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。

それぞれの議案について詳しく知りたい場合は、役場３階の議会事務局までお越しください。

議会事務局　（ ７４－１０9１・直通）

　パレスチナ自治区・ガザ地区（以下「ガザ地区」という。）を実効支配するイスラム組織ハマスによるイ

スラエル攻撃と人質連行に対し、イスラエルはガザ地区に対する大規模攻撃による侵攻を行い、ガザ地

区の人道状況は、ユニセフ広報官が子どもたちの墓場と化し、人々の生き地獄となっていると発言する

など、深刻な危機に直面しています。

　報道によると、すでに３３，０００人以上が犠牲になり、このうち１４，０００人が子どもという異常な状況

です。

　今年１月２６日、国際司法裁判所（ＩＣＪ）はガザ地区においてジェノサイドが進行している可能性を認

識し、パレスチナ人に対してジェノサイド条約によって保護されるべき権利があると指摘しました。しか

し、その後も犠牲者の数は増える一方で、難民のさらなる迫害が発生しています。２月初旬に期待され

た停戦も合意されず、出国が認められなかったり、人道支援ルートもほぼ閉鎖されている上に、食料支

援トラックが爆破されたり、支援を待つ人の群れへの攻撃も行われるなどして、人口の７割以上が壊滅

的なレベルの飢餓に苦しんでいます。この４月５日には人道支援活動を行っていた慈善団体「ワールド

セントラルキッチン（ＷＣＫ）」の職員７人がイスラエル軍による空爆で殺害されました。

　双方の自衛権の尊重や人質の早期解放、長期的な政治的な解決はもちろんですが、今すぐ一般市民

の犠牲を止めるべく、停戦の呼びかけ、負傷者や難民の救済は、道徳的義務として必然なことだと考え

ます。

　斑鳩町議会は、このようなガザ住民の深刻な人道状況を深く憂慮し、日本政府に対し、これまで中東

地域で信頼を得てきた日本が、その中心となって人道目的の即時停戦決議を履行するため積極的な役

割を果たすとともに、引き続き、迅速な人道支援を行うことを強く求めます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

関関係係機機関に
意意見見書書を送付付
関係機関に
意見書を送付

　６月定例会では「ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府
に求める意見書」が議員提案され、満場一致で可決され、関係機関に
送付しました。

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に求める意見書

▲中央体育館のアリーナ
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委員会のうごき委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
立
学
童
保
育
室
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
「
町
立
小
学
校
の
在
籍
児
童
」

と
し
て
い
る
学
童
保
育
室
の
入

室
資
格
に
つ
い
て
、「
小
学
校

に
就
学
し
て
い
る
児
童
で
あ
っ

て
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
児

童
又
は
町
内
の
小
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
」
と
す
る
よ
う
見
直

し
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
中
央
体
育
館
空
調
設
備
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
実
施
時
の
熱
中
症

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
及
び
避
難
所
施
設

と
し
て
の
環
境
を
向
上
す
る
た

め
、
中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
及
び
武
道
場
に

空
調
設
備
を
整
備
す
る
工
事
に

つ
い
て
、
３
億
２
，
４
５
０
万

円
で
契
約
す
る
内
容
で
す
。

　

工
事
費
用
の
70
％
は
交
付
税

算
入
さ
れ
る
の
で
、
実
質
的
な

町
負
担
額
は
、
契
約
額
の
う
ち

の
９
，
６
０
０
万
円
程
度
の
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

は
、
31
億
２
，
１
０
０
万
１
２

５
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
、
２
，
２
２
８
万
９
１
７
円
、

０
・
７
％
の
増
と
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

〇
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
調

整
給
付
）
に
つ
い
て

〇
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ

い
て

　

令
和
７
年
４
月
１
日
採
用
の

職
員
採
用
試
験
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
。
募
集
職
種
は
、「
一

般
事
務
職
」、「
保
健
師
」、「
保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
」、「
文
化

財
専
門
技
師
」
で
、
一
般
事
務

職
で
は
、
障
害
者
雇
用
区
分
を

設
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

〇
安
全
・
安
心
に
く
ら
せ
る
防

犯
拠
点
開
所
式
の
開
催
に
つ
い
て

　

法
隆
寺
に
隣
接
す
る
法
隆
寺

駐
在
所
跡
地
に
、「
動
く
交
番
」

等
が
駐
留
で
き
る
、
安
全
・
安

心
駐
車
場
の
環
境
整
備
を
行
っ

た
。

　

７
月
９
日
に
、
法
隆
寺
管
長
、

地
元
自
治
会
長
他
の
皆
様
を
お

招
き
し
、
安
全
・
安
心
拠
点
駐

車
場
、
法
隆
寺
南
大
門
前
広
場

で
開
所
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
と

の
こ
と
で
す
。

〇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
受

入
れ
に
つ
い
て

　

南
都
銀
行
様
が
90
周
年
を
迎

え
ら
れ
、
奈
良
県
内
の
全
市
町

村
に
、
寄
附
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

〇
子
ど
も
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

名
称
を
「
子
ど
も
模
擬
議
会
」

か
ら
「
子
ど
も
議
会
」
へ
と
変

更
し
て
、
８
月
２
日
に
開
催
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

・
中
央
体
育
館
の
施
設
の
利
用

に
つ
い
て

（
齋
藤
委
員
長
記
）

　

６
月
13
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
２
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
会
付
託
議
案

　

継
続
審
査

　

各
課
報
告
事
項

　

そ
の
他

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査
等

の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及
び
活

用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

①
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
令
和
５
年
度
の
入
館
状

況
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
の

入
館
者
総
数
は
、
７
，
９
３
１

人
で
、
令
和
４
年
度
と
比
較
し

て
、
３
０
８
人
の
減
と
な
っ
た

こ
と
。

②
文
化
財
セ
ン
タ
ー
春
季
企
画

展
「
発
掘
調
査
速
報
展　

新
た

に
見
つ
か
っ
た
斑
鳩
の
お
宝
」、

関
連
行
事
の
歴
史
講
演
会
を
開

催
し
た
こ
と
。

③
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
を
開
催
し
た

こ
と
。

④
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
春
季
石

室
特
別
公
開
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
令
和
５
年
度
町
税
収
納
状
況
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
町
税
収
納
額

議会の議案書を閲覧できます
議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。

それぞれの議案について詳しく知りたい場合は、役場３階の議会事務局までお越しください。

議会事務局　（ ７４－１０9１・直通）

　パレスチナ自治区・ガザ地区（以下「ガザ地区」という。）を実効支配するイスラム組織ハマスによるイ

スラエル攻撃と人質連行に対し、イスラエルはガザ地区に対する大規模攻撃による侵攻を行い、ガザ地

区の人道状況は、ユニセフ広報官が子どもたちの墓場と化し、人々の生き地獄となっていると発言する

など、深刻な危機に直面しています。

　報道によると、すでに３３，０００人以上が犠牲になり、このうち１４，０００人が子どもという異常な状況

です。

　今年１月２６日、国際司法裁判所（ＩＣＪ）はガザ地区においてジェノサイドが進行している可能性を認

識し、パレスチナ人に対してジェノサイド条約によって保護されるべき権利があると指摘しました。しか

し、その後も犠牲者の数は増える一方で、難民のさらなる迫害が発生しています。２月初旬に期待され

た停戦も合意されず、出国が認められなかったり、人道支援ルートもほぼ閉鎖されている上に、食料支

援トラックが爆破されたり、支援を待つ人の群れへの攻撃も行われるなどして、人口の７割以上が壊滅

的なレベルの飢餓に苦しんでいます。この４月５日には人道支援活動を行っていた慈善団体「ワールド

セントラルキッチン（ＷＣＫ）」の職員７人がイスラエル軍による空爆で殺害されました。

　双方の自衛権の尊重や人質の早期解放、長期的な政治的な解決はもちろんですが、今すぐ一般市民

の犠牲を止めるべく、停戦の呼びかけ、負傷者や難民の救済は、道徳的義務として必然なことだと考え

ます。

　斑鳩町議会は、このようなガザ住民の深刻な人道状況を深く憂慮し、日本政府に対し、これまで中東

地域で信頼を得てきた日本が、その中心となって人道目的の即時停戦決議を履行するため積極的な役

割を果たすとともに、引き続き、迅速な人道支援を行うことを強く求めます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

関関係係機機関に
意意見見書書を送付付
関係機関に
意見書を送付

　６月定例会では「ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府
に求める意見書」が議員提案され、満場一致で可決され、関係機関に
送付しました。

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に求める意見書

▲中央体育館のアリーナ
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議　　長　中川　靖広
副 議 長　横田　敏文
監査委員　嶋田　善行

総務常任委員会

広報発行常任委員会

委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃
〃

木澤　正男
齋藤　文夫
溝部真紀子
小城　世督
嶋田　善行
横田　敏文
奥村　容子

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の
提出等議会の対外的問題に関
すること等、その他議会運営上
必要と認める事項や、他の委員
会に属さない事項の審査、調査
をします。

委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

齋藤　文夫
奥村　容子
溝部真紀子
嶋田　善行
宮﨑　和彦
木澤　正男

町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、財政計画、財
産管理、町民税、固定資産税、
小・中学校、幼稚園、生涯学習に
関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

議会運営委員会

厚生常任委員会 建設水道常任委員会

議会の新しい構成をお知らせします議会の新しい構成をお知らせします議会の新しい構成をお知らせします
５月１０日に議会役員等の選任を行いました。新しい議会の構成は下記のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議席順）

本会議・委員会の開催日程は
１３ページをご覧ください。

委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

溝部真紀子
濱　眞理子
齋藤　文夫
井上　卓也
横田　敏文
宮﨑　和彦

保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

小城　世督
井上　卓也
齋藤　文夫
伴　　吉晴
横田　敏文
木澤　正男

道路、河川、橋梁、町営住宅、農
業、建築開発に伴う各種規制、
公園・緑地、駅前整備、都市計画
道路、地域公共交通、観光、商工
業、文化振興財団、上下水道に
関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

濱　眞理子
溝部真紀子
小城　世督
伴　　吉晴
嶋田　善行
奥村　容子

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。

新しい地域交流の拠点が完成
6月21日、「斑鳩町龍田西地区地域交流館」の竣工式に出席し、施設を見学しました。

地域交流館は、コミュニティ活動の拠点としてつくられた施設で、斑鳩町内の自治会や住民団体

であればご利用いただけます。集会室や小会議室、和室などがあり、使用料は無料です。（エアコン

の使用は有料。）ぜひ、地域のさまざまなコミュニティ活動にご利用ください。

また、本施設は、指定緊急避難場所と指定避難所に指定されており、地域の防災機能が強化さ

れました。

▲竣工式のテープカット

◀
２
階
・
小
会
議
室

ープカット

議
会
の
日
程

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

2
日（
月
）

5
日（
木
）

6
日（
金
）

9
日（
月
）

10
日（
火
）

11
日（
水
）

13
日（
金
）

17
日（
火
）

18
日（
水
）

日（
金
）

日（
木
）

9
月

8
月

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

令
和
6
年
9
月
議
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。】

20
日（
火
）

21
日（
水
）

22
日（
木
）

27
日（
火
）

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

閉
会
中
の
委
員
会

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2026
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

（
7
４
）
１
０
9
１
（
直
通
）
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議　　長　中川　靖広
副 議 長　横田　敏文
監査委員　嶋田　善行

総務常任委員会

広報発行常任委員会
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副委員長
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〃
〃
〃
〃
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齋藤　文夫
溝部真紀子
小城　世督
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定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の
提出等議会の対外的問題に関
すること等、その他議会運営上
必要と認める事項や、他の委員
会に属さない事項の審査、調査
をします。

委 員 長
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〃
〃
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溝部真紀子
嶋田　善行
宮﨑　和彦
木澤　正男

町の総合計画や行政改革、防災
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関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

議会運営委員会

厚生常任委員会 建設水道常任委員会

議会の新しい構成をお知らせします議会の新しい構成をお知らせします議会の新しい構成をお知らせします
５月１０日に議会役員等の選任を行いました。新しい議会の構成は下記のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議席順）

本会議・委員会の開催日程は
１３ページをご覧ください。

委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

溝部真紀子
濱　眞理子
齋藤　文夫
井上　卓也
横田　敏文
宮﨑　和彦

保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

委 員 長
副委員長
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〃
〃
〃

小城　世督
井上　卓也
齋藤　文夫
伴　　吉晴
横田　敏文
木澤　正男

道路、河川、橋梁、町営住宅、農
業、建築開発に伴う各種規制、
公園・緑地、駅前整備、都市計画
道路、地域公共交通、観光、商工
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〃
〃
〃
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溝部真紀子
小城　世督
伴　　吉晴
嶋田　善行
奥村　容子

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。

新しい地域交流の拠点が完成
6月21日、「斑鳩町龍田西地区地域交流館」の竣工式に出席し、施設を見学しました。

地域交流館は、コミュニティ活動の拠点としてつくられた施設で、斑鳩町内の自治会や住民団体

であればご利用いただけます。集会室や小会議室、和室などがあり、使用料は無料です。（エアコン

の使用は有料。）ぜひ、地域のさまざまなコミュニティ活動にご利用ください。

また、本施設は、指定緊急避難場所と指定避難所に指定されており、地域の防災機能が強化さ

れました。

▲竣工式のテープカット
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２
階
・
小
会
議
室

ープカット

議
会
の
日
程

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

2
日（
月
）

5
日（
木
）

6
日（
金
）

9
日（
月
）

10
日（
火
）

11
日（
水
）

13
日（
金
）

17
日（
火
）

18
日（
水
）

日（
金
）

日（
木
）

9
月

8
月

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

令
和
6
年
9
月
議
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。】

20
日（
火
）

21
日（
水
）

22
日（
木
）

27
日（
火
）

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

閉
会
中
の
委
員
会

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2026
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

（
7
４
）
１
０
9
１
（
直
通
）

13 12



議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198

  　
 奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12

 
74-1091（

直
通
）

令
和
6
年
8
月
1日
発
行

5月16日、4月に開園した「レイモンド斑鳩こども園」を見学させていただきました。

　明るく、木のぬくもりや香りが感じられる保育空間で、また、元気いっぱいに遊ぶことがで

きる園庭もあり、子どもたちが心地よく過ごせる工夫がたくさん詰まっていました。

レイモンド斑鳩こども園・施設見学会

◀施設を見学した後は、レイモン
ド斑鳩こども園の施設や保育の
特徴についてなど、さまざまな質
問や回答がかわされました。

　今年度、斑鳩町に２つのこども園が開園し、

子育て支援がさらに充実しました。

住民懇談会を
　　　　　　　　開催しました

　議会活動の充実や、町民のみなさんと
の連携をはかるために、町内の各種団体
等との懇談会を開催しています。
　令和６年７月５日に、「いかるがつなが
り隊」のみなさんと、住民懇談会を開催し
ました。
　当日は、「安心して楽しく歩ける道づくり
について」をテーマに、種々意見が出され
ました。
　詳しくは、町ホームページに報告書を掲
載しておりますので、ごらんください。

議会議員と懇談しませんか？
　斑鳩町議会では、斑鳩町内の各種団体との懇談会
を実施しています。
　開催日程、場所、懇談のテーマなど、ご相談に応じさ
せていただきますので、お気軽にご連絡ください。

申し込み先：議会事務局　TEL：0745-74-1091（直通）

議会だより議会だより
発　行　斑鳩町議会
　　　　斑鳩町法隆寺西３丁目７番１２号
　　　　電話 0745-74-1091（直通）
　　　　FAX 0745-74-1011
　　　　Eﾒｰﾙ : gikai@town.ikaruga.
　　　　　　　 nara.jp
発行人　議会議長　中川　靖広
編　集　広報発行常任委員会

No.121
令和６年（２０２４年）８月１日

▲７月１日に開館した斑鳩町龍田西地区地域交流館（P１３に関連記事）

こんなことが決まりました …………………………②ページ
７人の議員が一般質問を行いました ………………③ページ
委員会のうごき ………………………………………⑧ページ 
意見書を提出しました ………………………………⑪ページ 
議会の新しい構成をお知らせします ………………⑫ページ 

6月定例会 　

運
転
免
許
の
更
新

を
申
請
し
ま
し
た
。

　

案
内
書
に「
高
齢
者

は
事
前
に
講
習
を
受

け
て
、終
了
証
を
提
出

す
る
事
」と
あ
り
ま
し

た
。

　

動
体
視
力
や
反
射

神
経
の
低
下
が
検
査

記
録
に
あ
り
ま
す
。

安
全
運
転
を
心
が
け
、免
許

証
は
謙
虚
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

（
濱
委
員
長
記
）

▲議長と令和６年度の広報発行常任委員会委員


